
i諺鞄市場をこう利用  
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代菜駁暗柁  茅野信行  

つ原料にはフスマや米ヌカなどがあります。  

飼料穀物と大豆ミールの配合比率はおおよそ  

4：1です。簡単にいうと、栄養バランスの  

よい大豆ミールを倣う・ことによって高品質の  

飼料ができ、－その結果、消費者は脂身の少な  

いおいしい肉を食べられるのです。   

家畜の飼料は、、日本では、臨海の大型工場  

で完全配合飼料として製造され、大型トラッ  

クで農場へ運ばれ、農場では出来合いの配合  

飼料をそのまま家畜に与えるのが普通です。  

日本は配合飼料の原料の大部分を海外から輸  

入しでいるので、物流コストを削減する必要  

があるからです。  

月妄帯㌃はシ刀ヲ1 ■      ■＿   
他方、一米国では、全国どこでもトウモロコ  

シや大豆が生産されています。したがって畜  

産農家はトウモロコシやマイロなどの飼料穀  

物を生産地のキレベ一久「れら直接、買い付  

けます。大豆ミ「ルも蹄由工瘍から由妾買い  

付けています。 

男い付けられた飼料穀物や大豆ミ－ルは鉄  

道貨車で運ばれてきま．す。▼上り暗かに、畜産  

業者は飼料会社から、1ギタミシ、ミネラル、  

モラ雪ス僻蜜）などの微量添加物を粉状に  

セ 

はこれらの飼料顛物季長丁ル、それにサプリ  

メントを農場でミキサーを使って混ぜ合わせ、  

ルの供給の間に峰切カタてしも切れない密接な関  

係があるのです。・肉食中心の欧米では大豆ミ  

十ルはどのよう拉して売買さや傭用さ1れてい  

るのかこ米国を例にあげで魂朋七ま・lkう。。 

大豆ミールは重陽で製造される‘⊥薫製品で  

す。米国では大豆ミールを件るた、軌l二大豆き  

絞っています。大豆ミール堰、油を絞っ．た後、  

撃つ鳩彗嘲蟄兢観潮額で、  
きめの粗い粉状の薄片です三大豆ミュルには  

約44％qたんばく質が含まれてい、ます。一大豆  

油を硬る前に大豆の表面の薄皮を取り除きTミ∴  

たんぽく質り割食を49％まで高め．た高たん  

ば．く．ミールもみります。 

大豆ミ∵ルはリジンを多く含むミ栄養のバ  

ラ㌢ネのヰい、優れたたんばく飼料です。家  

畜の飼料は、，・簡単にいう上、カロリ∵源であ  

る穀物土たんばく．源であごる大豆ミ⊥ルを混ぜ  

合わせて作りまヰ訂飼料に使われる穀物には、  

トウモロコシ、マイ・ロ（コウ．リヤン）、．飼料用  

小泉大麦などがありJたんばく源には、大  

豆ミール、．菜種ミ「ル、．綿実ミ丁ル、魚粉な  

どがあります。両者の中間的な性格を併せ持  
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をれだけではありません。このほかにも、  

先吻市場に投資して利益を得ようとする投喪  

家がいます。投資家は、自分の判断で、相場  

が上昇すると思えば男．い、下落すると思えば  

「．－ニ． 売っでミ笥自場稜勤に覿蘭頗鮨捌熱  

投資家は、売った先物古ま後日買い戻し、買っ  

た先物越後白売り戻↓七、・利益（損失）漕確  

走させます。  

このまうは、■ジカゴ商品二耽弓1所の先物価格  

が上昇や下落を繰ヤ返すことにまって∴やか  

で市場全体め需給が調整されます。■高価格は  

需要を減少：させ－■る∵方で供給を増やしこ低価  

格は需要を増やす代わサ‥に、～供給を減らすか  

らです忘：こ舶が市場メカ土ズムと呼ばれる価  

格変動に・よる需給調整の機能なのです。 
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‾ t ざ必要です。∫、っま’り、】畜産経  弓絡キげ名  

営には、トウモロコシや大豆ミールを安く買  

い付けする′こ′とが欠如祖な示のですム 

大豆ミ！⊥ノレは二㌢カ′ゴ商品取引所で取引され  

る大豆ミールの先物価格を指標として取引さ  

れます。具体的紅心、；ううと、i決蜃弐、÷ルめ価格  

l盲武雄‾クモ漸亘斬と周こじ渡う．拇、大豆ミール  

の先物価格1ほ縛→封戊（基礎差額）を足し；て  

横車貴殿凍済。畜産農熱郎柳萄率嘩粧し  

たがヰで必需な大豆ミ′丁ヤ密できるだけ安く  

手当ゼヒまデと！レます云やして、畜産農家は  

▲▲▲1r」† 大更ミ．手本め先物紳格痘見て、自分が安いと  
愚妻た唱・に失豆・さ：叫ルを買い付ければよいの  

、．←ミ、しこ‾・・・γ‡∴ ′．ヽ・ です。．届摩薦琴韓米国内の需要が好調で、先 ．」し 行き一木壷ミャキを㊥植扱カ年がると思え盲£後  
で必要籠な－る大豆ぎ÷プレを前もiって買ってお  

、rJ■＿′l・  
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後回しにしてもらえばよい⑬－．らです。√，丁  

幽 ＿」   
ところで、畜産農家に大豆ミ←ルを供給す  

る側の搾油会社はどのようにしているのでし  

ょうか。搾油会社は大豆ミールを製造したら、  

出来上がった大豆ミールに対して、シカゴ商  

品取引所の先物を売り、ヘッジを実行します。  

大豆ミールの現物に対し、先物を売ることに  

よって、現物価格と先物価格の差額、すなわ  

ちベーシスが得られます。搾油会社は大豆ミ  

ールの価格を、先物市場を利用してベーシス  

の形に変え、畜産農家との商談に備えるわけ  

（米国農務省2D□2年1月11日発表）  

注：合計の違いは四捨五入による  

年度＝10月1日～翌年9月30日  

大豆3■品の生産量  （千メトリック・トン）  

li    I  。llゴ   チl   

ノ、去（搾油）   45．584   44，659   

大豆ミール   36，371   35，733   

■▲追白－   9，128   ■幽P”   
個農務省2002年1馴 

注＝琶者の計算による 
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